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平成１７年３月  

 

まちづくり協議会コミュニティすみれ 
 

 

すみれジュニア合唱団の皆さんです  



はじめに 

まちづくり協議会コミュニティすみれでは、平成１２年につくられた「宝塚

市の第４次総合計画」と「地域別計画」をうけて当地域（すみれガ丘小学校区）

の『まちづくり計画書』を作成致しましたので、居住者の皆様にご報告すると

ともにご高覧下さいますようご案内申しあげます。  

作成にあたっては、当地域で活動されている各団体の皆様に参画していただ

き、将来のこのまちの「あるべき姿」を描いていただきながら「コミュニティ」

「福祉・教育文化」「自然環境」「都市環境・施設整備」「交通・防犯・防災」五

つのテーマについて現在の課題と将来の方向性について骨格を明らかにするこ  

とが出来ました。  

本計画書は、今後当地域でのタウンミーティングを開催して居住者のご意見

を更に幅広く承り、新たなご提言を加えて計画書の完成とし、平成１７年４  

月以降に宝塚市の総合計画に反映することになっています。  

 

計画書作成の背景と目的  

 

背景  

経済は成熟の時代へ入り、人口も停滞、減少の時代へ少子高齢化、核家族化

等社会環境も大きく変化しようとしています。人々の価値観も多様化し時間の

ゆとりや豊かな空間の中で本当の豊かさを求めるようになってきています。こ

ういった変化の中にあって人々が豊かさを享受できるよう社会の仕組みも変革

されつつあります。その例が「地方分権」です。  

地方においても画ー的まちづくりの反省から国と地方が対等・協力関係のも

と地方の自己決定・自己責任により地域の個性や魅力を生かしたまちづくりが

進められています。  

 

 

目的  

上述の背景をふまえて活力があり持続可能な地域社会をつくりだしていくた

めに新たな仕組みが求められています。その仕組みとは「行政と市民との協働

のまちづくり」です。  

この仕組みを基調に、本計画書は自分達の生活圏である身近な地域の課題を

解決し地域住民のニーズに応じたきめ細やかなまちづくりを実現するための第

一歩です。従来の「住民参加のまちづくり」から「住民主体のまちづくり」が

求められています。  

 

計画作りの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画作りのメンバー（まちづくり協議会メンバー）  

 

自治会  民生児童委員  補導委員   青少年育成市民会議委員   婦人会  

老人会  体育指導委員  健康推進委員  人権推進委員   緑化推進団体  

学校及びＰＴＡ   運動クラブ  各種サークル   星花苑   地元企業  

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ風景  

１計画づくりのメンバーを決定  

２現状と課題を調べる  

３まちづくりの目標をきめる  

４基本方針をまとめる  

５施策を提案する  

６ スケジュールと役割分担を決める  

７実行計画の策定  

８タウンミーティングの開催  

宝塚市の総合計画に反映  



このまちの生い立ち  

 

①昭和 45 年頃は長尾山系の西端（ラ・ビスタのあるところ）は山肌が露出し土

砂流出とダンプ公害等が社会問題化（空撮参照）  

 

②砕石場跡地を住宅地に再生するための整備計画が浮上（日商岩井、長谷エ、

小林住宅、宝塚市等）  

 

③昭和 50 年御殿山 4 丁目入居開始（現、御殿山北自治会）  

昭和 58 年宝塚開発設立  

平成  ２年サウス完成入居  

 

自然を取り戻すためにニューウタウンの開発を通して生まれたのがラ・ビス

夕であり御殿山です  

 

このまちの特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①『入居戸数』  すみれガ丘  2474 戸  

 御殿山  238  

 ファーストヒルズ  10 

  2722 

②『人口』  すみれガ丘  7649 人  

 御殿山  1046  

 ファーストヒルズ  40 

  8735 

③『老齢化率』  すみれガ丘  4％  

 御殿山  13％  

④『住居形態』  集合住宅   2430 戸  

 戸建て   292 戸  

⑤ラ・ビスタについて  

・全体の面積  446 千㎡  

・公園緑地  133 千㎡  

・占める割合  30％  

・市内 2 番目の広さ  

・街路樹を含める      ５０％  

中央公園  

開発前（上）          開発後（下）  



地域の現状（魅力・困っている）と今後の課題、方向性（A、B、C、D、E はワークショップのグループ）  

分 野 
          現 状 

今後の課題、方向性  
魅 力 困っている点  

コミュニティ  

 子ども達はあいさつができている（A） 

 歌声の聞こえてくるまち（A） 

 エコマネーをやりはじめた（A） 

 若い世代が多い（B） 

 コミュニティ婦人会がある（B） 

 御殿山地区では、盆踊り大会、秋祭り等のイベントが行われている

（自治会）（C） 

 ラ・ビスタでは、ふれあいフェスティバルを行っている（地区の方

の交流がある）（C） 

 まちのイメージが良い（D） 

 社会環境が充実している（E） 

 ペットが飼える（E） 

 近隣に気兼ねせずにすむ（E） 

 個人主義者が多い（E） 

 子ども仲間が多い（E） 

 人のつながりがうすい（B） 

 親同士の交流が少ない（大人が孤立する）（B） 

 イベント（スポーツ、ラジオ体操）の告知の場が欲しい（C） 

 隣近所があいさつをしない（D） 

 隣近所のコミュニケーションが少ない（D） 

 人間関係が希薄（D） 

 自己主張が強い（E） 

 全体としての意見がまとまらない（E） 

 会合などの出席率が悪い（E） 

 近隣との話し合いが少ない（E） 

 年齢の断層がある（E） 

 知らない人でも勇気をもって笑顔であいさつする（A） 

 若い世代が活躍できる場をつくる（スポーツ 21 ひょうごへの参加）

（A） 

 歌声がいつでも、どこでも聞かれるようにコーラスの会員を増やす 

オペラ歌手が生まれる街にしたい。小学校コーラス部 OB を支援す 

る。（A） 

 エコマネーを定着させるために、住民に対して今まで以上に啓発活

動をする。（A） 

 笑顔であいさつ（B） 

 マナーを高めよう（B） 

 公園や集会所で気兼ねなくあいさつしよう（C） 

 御殿山地区、ラ・ビスタ地区の共通のイベントをつくる（C） 

 「誰もが楽しく歌えて歌声の聞こえるまち」…すみれジュニア合唱

団を支援し、誰もがみんなで歌える街にする（E） 

『挨拶とふれあう機会をいかにして高めていくか』 

福祉  

 元気な人がより元気になる立地環境（B）  すみれサロンにもっと出てきて欲しい（A） 

 子ども達にとって“息づまるまち”になっていないか（A） 

 子どもが集まる場（室内）がない、供会がない。新しい組織づくり

が難しい。世話役ができにくい。（B） 

 異世代交流するためのスペースが欲しい（D） 

 児童福祉の面が力不足（E） 

 ウォーキングクラブをつくろう（異世代で）（D） 

 まちで支援活動の輪を広げよう（親の会、家族の会など）（D） 

 「子どもが集まるしくみを考える」…子どもが集まる場所（室内）

がない。集会所の有効活用を考える（E） 

 「異世代の交流のしくみをつくる」…交流をするためのスペースが

欲しい。集会所の有効活用を考える（E）『地域で支える福祉の仕組

み』 

教育・文化  

 教育レベルが高い（子ども）（E） 

 教養のある方が多い（E） 

   文化的なもの…地域の情報の公開と共有を！（例：高校の催しもの

を知りたい）（C） 

 青少年・教育…子どもに地域を越えた行動と交流を！（C） 

自然環境  

 緑地が多く街並みが美しい（A） 

 空気がおいしい（B） 

 緑が多く花も咲く（B） 

 小鳥が多い（宝庫）、渡り鳥の休憩地（B） 

 木々も季節感がある（B） 

 自然環境が良い（B） 

 植物が増えてきた（萩、百合、金鶏菊、つる桔梗、かわらなでしこ

等の植物を大事にしたい）（C） 

 空気が良い（C） 

 自然が多い（D） 

 まちからの眺望が良い（D） 

 夏涼しい（D） 

 環境が良い（自然環境、花緑が多い、眺望も良い）（E） 

 小鳥のさえずりが聴こえる（E） 

 カラス、鳩に悩む（B）  公園、花壇の維持と後継者の育成（A） 

 樹木に名札をつけ、住民の関心を高める（A） 

 方面の緑化をすすめる（土砂の流出を考慮しつつ）（A） 

 樹木に巣箱をつけ、小鳥のさえずりを楽しむ（A） 

 法面を利用して、萩、百合、金鶏菊、すみれを咲かせたい。（A） 

 住民の花壇をつくる（B） 

 樹木に名札をつける（B） 

 花・緑、昆虫、小鳥マップをつくる（B） 

 「誰もが植物に興味を持っていただき、植物を育てる楽しみを増 

す」…草刈、花植え等にできるだけ多くの方に参加を求める、高木

の管理を充分にする（E） 

 

『花や樹木を大切にする気風をいかにして高めていくか』 

  



 

分野  
  現 状 

今後の課題  
魅力  困っている点  

都市環境  

 まちのお掃除が行き届いている（A） 

 静かである（C） 

 公園がきれい（D） 

 公園にゴミが散らばっている（ごみの持ち帰り運動をしたい。ゴミ

箱撤去）（C） 

 犬の糞の問題（C） 

 中央公園にガラス片がある（E） 

 車の騒音が大きい（階層によって異なる）（E） 

 歩道にはみだした植栽が多く、危険（E） 

 水道代が高い（E） 

 公園を大切にして定期的に清掃を行う。（A） 

 美しい道路で楽しい生活（B） 

 良いところをのばそう（B） 

 まちの PRをしていこう（B） 

 豊かな緑を大切にして、管理していこう（C） 

 ごみ出しのマナーを考えよう（C） 

 公園のごみ箱を撤去（C） 

施設整備  

 公園が多く、友だちができる（B） 

 マンションごとの集会所がある（B） 

 公園が多い（C） 

 買い物に不便（コープでは物足りない）（A） 

 公民館等の公的施設が欲しい（空き地もある）（A） 

 ノース３番館の建設予定は？（A） 

 地区内に階段が多い（不整備－水溜り）（B） 

 ウエストからサウスの方へ降りるエレベーターをつけて欲しい（D） 

 ラ・ビスタと御殿山北地区との道路をつくって欲しい（D） 

 コミュニティセンターに、スロープをつくって欲しい（D） 

 住民全員が使える公民館をつくって欲しい（D） 

 保育園予定地が活用されていない（D） 

 中央公園の三叉路にミラーをつけて欲しい（D） 

 駐車場が不足（D） 

 サロンがバリアフリーでない（E） 

 屋外階段の施行不良が多い（E） 

 空き地の有効利用を（交流の場）（B） 

 公民館…コミュニティセンターに駐車場を（C） 

 コミュニティセンターにスロープを（C） 

 

 

 

 

『バリアフリーをいかにして実現していくか』 

交通  

 地区の道路は、地区外の人が通り抜けしない（子どもにとって安全）

（B） 

 御殿山地区は外部からの車が少ないので比較的安全（C） 

 交通事情が安定している（バスの本数が多い、時刻表が信頼できる）

（E） 

 一時停止しない女性が多い・中央公園前（A） 

 公共交通機関を高齢者（70歳以上）無料に（A） 

 ５～10年後、年をとると交通不便になってくる。転居される方も。（B） 

 路上駐車が多い（消防活動の妨げ）（C） 

 道路の改修がされていない（C） 

 バスの停留所が遠い（高齢の方にとっては不便）（C） 

 交通事故の多発。清荒神祭りにより年末年始の交通渋滞（E） 

 国道 176号線の渋滞が団地まで及ぶ（E） 

 自動車社会が進みすぎている（E） 

 交通ルールを守り、安全なまちづくり（A） 

 コミュニティバスすみれが丘線の拡大（B） 

 高齢者にやさしい地域交通を（ミニバス等）（C） 

 送迎ボランティアをやってほしい（毎月の案内状に送迎希望者を書

く）（D） 

防犯・防災  

 安全なまち（D）  暴走族の溜まり場になりかけている（A） 

 街路樹の高木化により街灯が暗い（A） 

 夕方に人通りが少なく、夜間は危ない（B） 

 親の目が届かないところが多い、緊急時に駆け込みにくい、助けに

出にくい。→防犯対策がいる（B） 

 防犯事故（駐車場対策等）（E） 

 宝塚警察の不祥事が多い（E） 

 パトロールを増やしてもらう（A） 

 街灯の数を増やす（C） 

 木の枝をはらう（道路、公園等）（C） 

 

 

『安全と安心の確保をいかにして実現していくか』 

 
 



このまちの「魅力」と「困っている」ところ（フォト１２）  

 

魅力  

 

①歌声がきこえてくる             ②街並みが美しい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③眺望が素晴らしい              ④公園が多く友達ができる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ふれあいフェスティバル           ⑥御殿山盆おどり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っている  

 

 ①街路樹の高木化により街灯が暗い     ②一時停止をしない車  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③保育園予定地が活用されていない      ④坂道、階段が多い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ペット公害に悩む             ⑥路上駐車が多い  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



１．コミュニティ 

 

目標  歌声が聞こえ、あいさつが溢れ、ふれあいを大切にするまち  

 

基本方針  １  まちづくりの第一歩は、あいさつから。  

（自分からあいさつする勇気をもとう！）  

２  ふれあう機会を多様につくろう。  

３  コミュニティの担い手を育てよう。  

施策  （短期・・5 年以内   中期・・5～10 年以内  長期・・ 10 年以上  

 

方針１あいさつ  

①  あいさつ運動を起こす  

（まず地域の大人から。腕章等をつくり活動を盛り上げて行く、勇気をも

って挨拶し、ねばり強く続ける）  

②  子どもにあいさつ運動のポスターをつくってもらい、地域に広めていく。 

③  学校、PTA、補導委員、民生児童、自治会、婦人会、老人会、ペット倶楽

部等各団体に協力を呼びかけて、地域ぐるみで挨拶運動を起こす  

 

方針２ふれあい  

①  コーラス、サロンとその他イベントを一層充実させ、交流の場をふやす。  

（自治会、すみれクラブ、あすなろ会、婦人会等が中心になって、相互 友

愛の精神と手作りのイベントを通じてふれあいの輪をひろげる。）  

②  各棟の集会所をもっと気軽に使えるようにする。  

③  学校や企業との連携を図る。  

④  親子（特にお父さん）対象のイベントをふやす。  

⑤  すべての世代が一緒に参加できる盆踊り、千吉おどり、ふれあい

フェスティバルなどを活性化し、異世代交流を図る。  

⑥  様々な人が集まり衆知を集め、悩み事が相談できる場をつくる。  

（ラウンドテーブル）  

⑦  地域の総合的なホームページを作成する。  

 

⑧  行政情報、地域情報の一元化と共有を図る。  

 

方針３コミュニティの担い手  

①  人材バンクの立ち上げをする。  

（昔の知恵、今の知恵貸します。かくれた才能の発見と地域への活用を図る。）  

 

実行計画（５Ｗ１Ｈ）あいさつ運動  

『目的』 ①地域のふれあいと心のふれあい ②こどもの育成と犯罪防止 ③高齢者の孤立化防止 

『実行計画』 ①いつ  

②活動内容  

・コミュニティや学校から地域へ働きかける  

・ポスターづくり（学校で子供たちが手作りで作成し郵便局等にはりだす  

・あいさつグッズをつくり運動をもりあげる（参加証、腕章、タスキ等）  

③協力団体・・まち協、自治会、管理組合、学校ほか地域活動団体等）  

④費用負担・・清荒神、自衛隊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域  短期  

地域  短期  

地域  短期  

地域  短期  

地域  短期  

学校と地域  中期  

地域  短期  

短期  

中期  

地域  中期  

学校と地域  

行政と地域  

すみれガ丘小学校  
青少年育成部の標語  

行政と地域  中期  

地域  短期  

６年生の総合学習「もちつき大会」（異世代交流） 

御殿山北自治会秋祭り 

あゆみ保育園もちつき大会（異世代交流） 



２．健康福祉・教育文化  

 

目標  明るく未来に輝き、ひとに優しい思いやりのあるまち 

 

基本方針  １  誰もが快適に住み続けることのできるまち。  

２  子どもや障害者、高齢者を地域で支える温かみのある福祉のしくみづくり  

 

施策  

方針１快適に住み続けるまち  

①  「スポーツ２１すみれガ丘」を活発化し、誰もが手軽に身近なところでス

ポーツを楽しむ環境をつくり、異世代交流の輪を広げる。  

②  子育て学習、昔話、昔遊び、童謡、トライやる・ウィーク等による異世代

交流の輪を広げる。 

③  新たな集会所の建設を行う。  

中央公園グラウンドの一角に異世代交流やスポーツのできる集会所、

サウステラス前の空き地の集会所、ノース３建設の際には、集会所も

組み込む  

 

方針２子ども、障害者、高齢者を地域で支える福祉  

①  すみれサロン、すみれクラブ、あすなろ会等を活性化して、お年寄りが気

軽に参加して楽しめるようにする。  

他の地域とも親善交流を深めて輪を拡大する。「歌声・歓声・笑い声」

一寸寄ってみたるような集会の場にしたい（グループホーム）  

②  インターネット、ラビスタネット、掲示板の利用やポスティング・ボランテ

ィアにより、タイムリーな健康福祉・教育文化情報の発信を行う。  

③  子どもたちを家族と地域で守るために「地域の危険マップ」をつくる。  

④  子どもや親のニーズに合った子ども会にしていく。 

子ども会を通じて子と子、親と親のコミュニケーションを図り、マナーの向上を目指す 

⑤  御殿山地区は子ども会を再生する。  

⑥  ラ・ビスタ地区は子どもが自由に集える場所をつくる。（集会室の活用は） 

 

 

⑦  御殿山よりあい広場で地域ボランティアを養成する。  

（カーボランティア、高齢者、障害者、子育て、学生ボランティア）  

⑧  エコマネー登録者のコーディネートと人材活用を図る。  

⑨  地域と学校との交流をもっと活発にする。  

（例：地域にある人材を活用した社会教育、スポーツ支援、伝承ゲーム、歴史など） 

・学校開放や PTCA の一環として、宝塚北高の福祉クラブと地域の結びつきを図り、活動に

結びつける。 

・小学生による星花苑での福祉実体験を地域に周知し、地域の活動に結びつける。  

⑩  70 歳以上はバス無料化にする。  

⑪  サウス前に保育所を設ける。 

 

 

実行計画  地域ボランティアの養成  

『目的』   

『実行計画』 ①いつ   ②誰が  

③活動内容  

・準備委員会の立ち上げ（ニーズ、アンケート）  

・勉強会、学終会の実施（ニーズ把握、運営委員会、資金繰り、システム） 

・研修・養成講座  ・ボランティアの登録  ・ボランティアの依頼 

・小・中・高・大学生のボランティア募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域  短期  

地域  短期  

行政と地域  長期  

地域  短期  

地域  短期  

地域  中期  

地域  中期  

小
学
生
が
楽
し
む
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

行政と地域  短期  

すみれサロン 電池づくり 

地域  短期  

地域  中期  

行政  長期  

行政  長期  

行政と地域  短期  

学校と地域  短期  

すみれサロン 



３．自然環境 

 

目標  自然の美しさと豊かさを誇りにもてるまち 

基本方針  

１  「ストップ・ザ・自然破壊、ほほえむ緑化運動」の推進による、自然と共生する

まちづくり。  

２  花があふれ、四季の変化が楽しめるまち。  

 

施策  

方針１  ストップ・ザ・自然破壊と緑化運動  

①  花、鳥、昆虫を載せた「地域自然マップ」や「わがまちの施設マップ」を

つくり、緑化運動につなげる。  

②  土砂の流出を防ぐための緑化を行う。  

・適切な低木の選定。アレルギー対策、ムカデ対策、死角対策等を考慮した緑化対策 

③  公園の樹木や街路樹に名札をつけたり、鳥、樹木の案内板の設置を行う。  

 

④  公園に記念植樹を行なう。（国体記念、震災記念、受賞記念等）  

 

方針２  花があふれ、四季の変化が楽しめるまち  

①  自然に関わる多様なイベントを開催する。  

・バードウォッチングやハイキング、花を見る会、星を見る会を行う。  

②  タウンウォッチング、公園ウォッチングを親子で行い、自然を大切にする気風

と樹木への関心を高める。  

③  地区内の斜面に四季折々の草花を咲かせる。  

 

現在…金鶏菊、萩、ゆり、すみれ  

追加…除虫菊、キクイモ、野草等  

 

 

 

 

 

④ 住民参加により、花壇づくりを充実させ、維持管理も行う。  

・「御殿山北・花咲かそう会」「フローレル・デ・ラビスタ」「ラビスタ宝塚フローラ」「す

みれフラワーフレンズ」：既存花壇への人的、資金的充実を図る。  

・協力者の人的公募を行う…団体への参加（イベント）を呼びかける。  

・宝塚市からの継続的援助。自治会の援助  

 

実行計画１  花があふれる四季の変化が楽しめるまち  

『目的』  ①自然とのふれあいと四季の変化を楽しむ  ②人々に憩いと潤いを与える  

『実態』  ・公園花壇・・中央、南、西公園  

（冬季はパンジー、チューリップ等夏季はベゴニア、サルビア等）  

・斜面・・・・金鶏菊、萩、ゆり、すみれ、コスモス、菜の花等  

・街路樹・・・こぶし、カナディアンフー、さざんか、花水木、さつき  

『実行計画』①いつ・・当該マンションの同意後すみやかに  

②誰が・・公募して協力者を求める  

③活動内容  

・公園花壇をふやす（候補地・・東公園、北公園）  

・斜面の花・・除虫菊、きくいも、野草  

・公園・・枯れ木の後に植樹（梅など）  

『住民の合意』・・・死角対策・アレルギー対策・虫対策を充分考慮  

『協力団体』・・・・管理組合・自治会・まち協・公募など  

『費用 』・・・・・・行政の支援、自治会、管理組合の助成   『宝塚市の許認可』 

 

実行計画２  花見の宴  

『目的』    ①自然を大切にする気風   ②交流の場づくり  

『実行計画』 ①いつ・・桜が満開で暖かい日   ②どこで・・中央公園ほか  

③誰が・・すみれサロン？、すみれくらぶ？  

『内容』・・・協力団体とうちあわせ  『費用負担』・・・個人、まち協、老人会他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域  短期  

行政と地域  中期  

地域  短期  

地域  短期  

緑化推進団体による公園花壇 

地域  短期  

行政と地域  中期  

地域  短期  

タウンウォッチング 

行政と地域  短期  



４．都市環境・施設整備  

 

目標  バリアフリーで自然と共生するまち 

 

基本方針  １  地域のあらゆる住民がゆったりとくつろげる快適な公園づくり  

２  街路樹や植栽の美しい四季折々を楽しめるまち  

３  高齢者、障害者にとって住みやすいバリアフリーのまち  

 

施策  

方針１   快適な公園づくり  

 

①  まちの美化運動への取り組みを充実する。  

・公園の清掃を定期的に行う。  

・美化啓蒙活動の一環として「ごみ捨てない」「ごみ持ち帰る」の看板を設置する。  

・ごみだしのマナーとルールを徹底する。 

②  ペット飼育のモラル向上を図る。  

・飼い主にはペットクラブへの入会を義務付け、フン害、放し飼いによる迷惑をなくす。  

③  行政と相談して公園のごみかごの撤去を行う。  

④  公園のベンチも行政と相談しながら補修し、きれいにする。  

「思い出のベンチ事業」  

⑤  公園工房の設置（ペンキぬり、看板づくり、NPO 大募集）をする。 

 

 

方針２  高齢者、障害者にとって住みやすいバリアフリーのまち  

 

①  管理センターにスロープをつける。  

②  子どもたちのバリア研究を地域福祉活動に生かす  

③  地域内のバリアを調べ、改善を図る。  

④  歩道や坂道の途中に休憩用ベンチを設置する。  

 ※「思い出のベンチ事業」…故人の思い出が残る街に、ベンチを寄付する運動。  

⑤  サウス～ウエスト間に斜降エレベーターを設置する。  

⑥  歩道、道路の補修をする。  

⑦  ラ・ビスタ～御殿山間に道路を設ける。  

⑧ 御殿山地区の道路（私道）を行政に移管して整備する。 

⑨ 階段の水溜りをなくすなど、施設管理を徹底する。 

（すみれガ丘 1 丁目、通学路）  

 

実行計画１  まちの美化活動  

『実態調査』平成 17 年末までに自治会、まち協、管理組合が協力して調査  

（調査内容）・各棟ゴミステーション分別チェック・地域ゴミステーション分別チェック  

・公園のごみ、カン等の散乱状況・ペットクラブ入会状況  

『実行計画』①いつ  

②誰が・・まち協、自治会、ペットクラブ、管理組合  

③活動内容  

・公園内の看板設置（ごみ持ち帰り、ペットのふん処理）  

・新規入居者に対し通知連絡（ペットクラブへの入会をライフマネージ  

ャーより伝える）  

 

実行計画２  思いでのベンチ  

『まち協で調査』①公園緑地課、道路管理課その他関連部署に「思いでのベンチ」設置に  

ついて問題点を聞き整理する。  

②誰が・・まち協、自治会で計画策定、「住民に主旨説明」「募集・実施」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域  短期  

地域  中期  

行政と地域  中期  

地域  短期  

行政と地域  中期  

行政と地域  中期  

学校と地域  短期  

行政と地域  短期  

行政と地域  中期  

宝塚開発周辺の一斉清掃 

社
会
奉
仕
の
日(

中

央

公

園

の
清
掃)

 
地域  長期  

行政  中期  

行政  長期  

行政と地域  中期  

行政  中期  



５．交通・防犯・防災 

 

目標  安全で安心して暮らせる快適なまちづくり 

基本方針  １  防犯・防災の第一歩は、近所のコミュニケーションから。 

「声かけ、ふれあいを多く！」「向こう三軒両隣で助け合い」  

２ 守ろう！交通ルール。（法規）  

３ 優しい交通サービス「生活の足づくり」の実現。  

 

施策  

方針１  防犯・防災は近所のコミュニケーションから  

①  警察、学校、PTA、補導委員、民生児童、老人会、婦人会等と協力して防犯パトロールの

強化を図る。（最優先施策）  

②  朝夕の声かけ「いってらっしゃい」「おかえりなさい」運動を活発にする。  

小動物の虐待についても注意を払い、犯罪を予防する。  

③  家庭内の防災の取り組みを進める。  

とっさの時の家族の行動、避難場所や避難方法などを日ごろから話し合っておく。  

非常持ち出し品の点検も行う。  

④ 防災訓練を徹底して行う。  

⑤ ノース３建設予定地の美化等の環境整備を行う。  

⑥ 夕刻にラビスタと御殿山で歌声を流して帰宅時間を知らせる。  

特に PTA、スポーツ２１団体の皆様から要望が強いので優先課題とする  

⑦ 死角をなくす（ウエスト南斜面、エスティオ北側、御殿山貯水槽周辺 

⑧ 防犯灯をふやし、不必要な街路樹の枝葉を落として明るい歩道にする。 

 

方針２  守ろう！交通ルール  

① 絶対守ろう「一旦停止」、歩行者なくても「一旦停止」を徹底する。  

中央公園前の横断歩道は児童の通学路（安全確保に努める）  

② 空いている駐車場（ノース）の活用により路上駐車をなくし、事故を防ぐ。 

 

 

③  坂道とカーブが多いので、速度を抑えて安全運転の推進。  

事故多発場所（サウス北、御殿山北）での安全運転の徹底。  

わき見、ながら運転の禁止  

④  三叉路にミラーの設置をする（すみれガ丘 2 丁目中央公園前）  

 

⑤  横断歩道の見直しを行う（すみれガ丘 3 丁目西公園前）  

⑥ サウス前の空き地を駐車場に活用する。 

 

方針３  優しい交通サービス「生活の足づくり」の実現  

① 交通不便地域（御殿山）の「生活の足づくり」を実現する。  

動物霊園バスの活用 

② ノンステップバスの定時運行を実現する。  

 

実行計画１  スマイル作戦（コミュニティ活動にも連動）  

① 大人も子供も笑顔で勇気をもって声かけよう！  

② 「おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」「いってらっしゃい」  

「おかえりなさい」 

 

実行計画２  防犯・防災  

① 警察と協力して防犯パトロールを強化する（宝塚市の一斉活動とも連動して）  

② 防犯等を増やし不必要な街路樹の枝葉を伐採 ③家庭内の防災の取り組みと確認  

 

実行計画３  交通  

① 交通不便区（御殿山北）生活の足づくりを早期実現 

自治会、あすなろ会が中心となって動物霊園バスの活用等を検討する  

② 交通ルールの遵守  絶対守ろう『一旦停止』  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域  

短期  

地域  短期  

短期  

地域  短期  

行政と地域  

短期  

行政地域  

中期  

地域  短期  

中期  

行政と地域  

地域  

地域  

短期  

短期  

地域  短期  

短期  行政  

行政と地域  

中期  行政と地域  

行政  長期  

短期  行政と地域  

中期  行政と地域  



このまちの現状と施策について  （総括） 

 

     魅力  39 項目  

     困っている  52 項目  

      91 項目  

 

分類  現状   施策  

コミュニティ 魅力１３ 困っている １１ （地域で解決１１／１２）  

福祉・教育・文化 魅力 ３ 困っている  ６ （地域で解決１０／１４）  

自然環境 魅力１３ 困っている  １ （地域で解決 ６／ ８） 

都市環境・施設整備 魅力 ６ 困っている １９ （地域で解決 ７／１４） 

交通・防犯・防災 魅力 ４ 困っている １５ （地域で解決１０／１６） 

 （地域で解決４４／６４）  

 

＊地域で解決できる施策がたくさんあることがわかりました（４４の施策）  

＊自然環境については概ね整っているが、施設整備や交通・防犯は生活とともに問題

を抱え、行政との協働が必要である。  

実行にあたって  

 

「ゆっくり、ゆったり、ゆたかに」・・“スローライフ in 宝塚”  

～地域の自然・歴史・伝統・文化を大切に～  

 

１取り組みやすく「成果」のあがる施策・事業から着手  （達成感）  

２みんなが「喜んで楽しんで」参加してくれる施策・事業  （連帯感）  

３ＰＲ効果があってみんなが街への「一体感」を感じとれる施策・事業  

↓  （愛着・存在感）  

『活動の継続』  

 

「計画をつくるエネルギーは 5%、実行のエネルギーは 95%」  

くカルロス・ゴーンさんの言葉＞  

 

 

「夢を大きく抱いて、魅力ある住み良い街をみんなの力で実現しましょう」 

 

おわりに  

 

人々のふれあいを大切にして「安全で安心のまち」「いつまでも住み続けたくなるま

ち」を私たちの手で実現しようではありませんか。既に、当地域の環境は宝塚市内で

もトップクラスです。現在の恵まれた環境を大切にして、これからも四季折々の花を

咲かせ潤いと豊かさを居住者の全員が感じとれるまちにしたいものです。  

居住者の皆様には、本計画書の趣旨に理解を賜り、施策の実行にあたりましては「協

働」と「住民主体」のまちづくりの考えにたって、是非ご協力下さいますようお願い

申し上げます。  

終わりに、計画書作成に携わっていただいた各団体の皆様、そしてファシリテイタ

ーとして最後までご指導いただいた都市文化研究所の金井文宏先生、宝  塚市企画推進

室の住吉様、社会福祉協議会の荻野様には心よりお礼申し上げます。  

 

平成１７年   ３月  

まちづくり協議会  

コミュニティすみれ  

代表  峯川  孝一  

 

 

 

 

 

計画書作成に携わっていただいた皆さんです（敬称略）  

 

山根  泰  竹中倭文男 吉峯道昭 山本洋子  石田勝子  佐藤豊子  津田文代  

河村ヤス子  見田有里子 藤崎嘉代子  篠爪由美子 諸富由美子  藤川裕代  

奥野恵子  武田悦子  木下達雄 佐々木亜子  城台祥子  宮城紀男  足立民雄  

池本作市  朝日昭三  国見安重 亀井幸江 小川美津子  百瀬  祐 米村  忠  

宮武克昌  峯川孝一  大原悦子 忠末陽子 森圭子 藤岡那代 鷺坂泰弘  

  

  



地域で短期 (５年以内 )に取り組む施策一覧  ＊··学校、行政の協力  

コミュニティ 

１あいさつ  ① あいさつ運動を起こす（まず地域の大人から。腕章  勇気 粘り強く） 

 ② 子どもにあいさつ運動のポスターを作ってもらい地域に広める。 

 ③ 学校、自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、補導委員、民生児童委員などの団

体に協力を呼びかける。 

２ふれあい  ① コーラス、サロンその他イベントを通じて交流の場をふやす。 

 （自治会､すみれクラブ、あすなろ会、婦人会が中心となって相互友愛） 

 ② 各棟の集会所をもっと気軽に使えるようにする。 

 ③ 親子（特にお父さん）対象のイべントをふやす。 

 ＊④ すべての世代が一緒に参加できる千吉おどり、盆おどり、フェスティバルを

活性化し異世代交流をはかる。 

健康福祉・教育文化  

１快適に住み続けるまち  

① 「スポーツ 21 すみれガ丘」を活発化し異世代交流の輪をひろげる。 

② 子育て学習、昔ばなし、昔遊び、童謡トライヤル・ウイーク等によって異世代交流

の輪をひろげる。子ども、障害者、高齢者を地域で支える福祉 

③ すみれサロン、すみれクラブ､あすなろ会を活性化して気軽に参加し楽しめるように

する（他地域との交流。ちょっと寄ってみたくなる様な集会所にする） 

④ インターネット、ラビスタネット、掲示板の利用やポスティングボランティアにより

タイムリーな健康福祉、健康文化情報の発信を行なう。 

⑤ 子ども達を家族と地域で守る為に「危険マップ」をつくる。 

＊⑥ 御殿山よりあい広場で地域ボランティアを養成する。 

（カーボランティア、高齢者、障害者、子育て、学生ボランティア） 

⑦ エコマネー登録者のコーディネートと人材活用を図る。 

＊⑧ 地域と学校との交流を活発にする 

自然環境  

１ストップ・ザ・自然環境と緑化運動  

① 花、鳥、昆虫を載せた「地域自然マップ」や「わが街の施設マップ」をつくる。 

② 樹木に名札をつける。野鳥の案内看板もつける。 

２花があふれ、四季の変化が楽しめるまち  

① 自然に関わる多様なイベントを開催する。（バードウォッチング、ハイキング、花

を見る会、星を見る会） 

② タウンウォッチング、公園ウォッチングを親子で行い自然を大切にする気風。 

③ 住民参加による花壇づくりの充実。 

 

都市環境・施設整備  

 １快適な公園づくり  

① まちの美化運動への取り組みを充実する。 

・公園の清掃を定期的におこなう。 

・美化啓蒙活動の一環として「ごみ捨てない」「ごみ持ち帰る」の看板を設置。 

・ごみだしマナーとルールを徹底する。 

② ペット飼育のモラル向上を図る。 

（飼い主には、ペットクラブヘの入会を義務付けルールを守って糞害、放し飼 

いによる迷惑をなくす） 

＊③ 行政と相談して公園のごみかご撤去をおこなう。 

 ２高齢者、障害者にとって住みやすいバリアフリーのまち  

＊①  子供達のバリア研究を地域福祉に生かす。  

②  地域内のバリアを調べ改善をはかる。  

交通・防犯・防災  

 １防犯・防災は近所のコミュニケーションから  

＊①  警察と協力して防犯パトロールの強化をはかる。（最優先施策）  

②  朝夕の声かけ「いってらっしゃい」「おかえりなさい」運動を活発にする。  

・小動物の虐待についても注意をはらい犯罪を予防する。  

③  家庭内の防災の取り組みをすすめる。  

・とっさの時の家族の行動、避難場所や避難方法について日頃から話あっておく  

・非常時の持ち出し品の点検も行なう。  

④  防災訓練を徹底して行なう。  

⑤  死角をなくす。（ウエスト南斜面、北公園周辺、御殿山貯水槽周辺）  

 ２守ろう！交通ルール  

① 絶対守ろう「一旦停止」、歩行者なくても「一旦停止」を地域で徹底する。  

（腕章をつけて組織的に取り組む）  

② 空いている駐車場（ノース）の活用により路上駐車をなくし事故を防ぐ。  

③ 「ながら運転」（携帯電話）「わき見運転」に対する厳重注意。 警察との協力。 

④ 坂道が多いので速度を抑える安全運転の推進。 

 ３優しい交通サービス「生活の足づくり」の実現  

①  交通不便地域（御殿山）の「生活の足づくり」を実現する。  

（動物霊園バスの活用）  

  



地域と行政で中 (５年 )長期 (１０年以上＊印 )に取り組む施策一覧  

 

コミュニティ 

 

１ふれあい（基本方針）  

① 学校や企業との連携を図る 地域  

② 様々な人が集まり衆知を集め、悩み事が相談できる場をつくる（ラウンドテーブル） 

  協働  

③ 地域の総合的なホームページを作成する  地域  

④ 行政情報、地域情報の一元化と共有を図る  協働  

⑤ 人材バンクの立ち上げをする  地域  

 

健康福祉・教育文化  

 

１快適に住み続けるまち（基本方針）  

① 集会所の建設を行なう 協働＊ 

② 子どもや親のニーズにあった子供会にしていく  地域  

③ 御殿山地区は、子供会を再生する  地域  

④ ラ・ビスタ地区は、子どもが自由に集える場所をつくる  地域  

⑤ ７０歳以上は、バス無料化にする  行政＊ 

⑥ サウス前の空き地に保育所をつくる  行政＊ 

 

 

自然環境  

 

１自然破壊と緑化運動（基本方針）  

① 土砂の流出を防ぐための緑化を行なう（アレルギー、ムカデ、死角対策を考慮） 地域  

② 公園の樹木や街路樹に名札を付けたり、野鳥、樹木の案内板を設置する  地域  

③ 地域内の斜面に四季折々の花をさかせる  地域  

④ 公園に記念植樹を行なう。  地域  

 

 

都市環境・施設整備  

 

１快適な公園づくり（基本方針）  

① 公園のごみかご撤去 地域  

② 思いでのベンチ活動 地域  

③ 公園工房の設置 地域  

 

２バリアフリーのまち（基本方針）  

① 管理センターにスロープをつける  地域  

② 歩道や坂道の途中に休憩用のベンチを設置する 協働  

③ サウス～ウエスト間に斜降エレペーターを設置する 地域＊ 

④ 歩道（ラ・ビスタ）道路（御殿山）の補修をする  行政  

⑤ ラ・ビスタ～御殿山間に道路を設ける  行政＊ 

⑥ 御殿山地区の道路（私道）を行政に移管して整備する  行政  

⑦ 階段の水溜りをなくす。（すみれガ丘小の通学路） 行政  

 

 

交通・防犯・防災  

 

１防犯防災は近所のコミュニケーションから（基本方針）  

① ノース３の建設予定地の環境整備を行なう 地域  

② 夕刻にラ・ビスタと御殿山に歌声を流して帰宅を知らせる。  地域  

 

２守ろう！交通ルール（基本方針）  

① 中央公園前の三叉路にミラーを設置する  協働  

② 横断歩道の見直しを行なう（オクシア前）  協働  

③ サウス前の空き地を駐車場にする  協働＊ 

 

３優しい交通サービス「生活の足づくり」の実現（基本方針）  

① ノンステップバスの定時運行を実現する  協働  

 

 

 


